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ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社

繁田 知延

UMILE（ユーマイル）による

サーキュラーエコノミーモデルの確立

ユニリーバ SDGsプラットフォーム

STRICTLY 
CONFIDENTIAL
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ユニリーバ について

ユニリーバ・グローバル 概要

本社 ロンドン（英国）

最高経営責任者 ハイン・シューマッハ

総売上高 601億ユーロ（約8兆2,560億円）

社員数 約12万7千人

ユニリーバ・ジャパン 概要

2023年12月末現在、1€=137.45円で換算

本社 東京都目黒区

最高経営責任者 エド・ブリオラ

社員数 約400人
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ユニリーバ パーパス（目的・存在意義）



2039年までに
バリューチェーン全体で
ネットゼロを実現する

自然

自然環境と農業生態系の
レジリエンスと再生力を高める

プラスチック

使用量削減、資源循環、協働を通して
プラスチック汚染を終わらせる

生活水準

生活賃金の保障も含めて
バリューチェーンに関わる人々が

適切な生活水準を保てるようにする

気候変動

長期目標

目標

サステナビリティの目標

2030年までに主要作物の95%を持続可

能な調達の裏付けが取れたものにす

る。
2030 年までに100万ヘクタールの農地

で再生型農業を実践する。

2030 年までに100万ヘクタールの自然生

態系の保護と回復を支援する。

森林減少の原因となるコモディティに

おいて森林破壊ゼロを継続する。

2030 年までに水不足地域の100 か所で

水管理プログラムを実施する。

非再生プラスチックの使用量を2026年

までに30%、2028 年までに40%削減

する（2019年比）。

プラスチックパッケージを100%再利

用可能、リサイクル可能、または堆肥

化可能にする（硬包装は2030年まで、

軟包装は2035年までに実現）。

2025年までに使用するプラスチックの

25%を再生プラスチックにする。

2025年までに販売する量よりも多くの

プラスチックパッケージを回収・再生

する。

2026年までにサプライチェーン内の 

25万人の小規模農家が生活水準向上の

ためのプログラムにアクセスできるよ

う支援する。

2026年までに当社のサプライヤーの

50%（支出金額ベース）から生活賃金

の保障について署名を得る。

2026年までにリテールバリューチェー

ン内の中小企業 250 万社の事業拡大を

支援する。

気候・自然基金へ10億ユーロを投資して支援します。

人権およびエクイティ、ダイバーシティ、インクルージョンへのコミットメントを事業の基盤として継続します。

*エネルギーおよび産業からの温室効果ガス排出には、当社が購入する物品およびサービス（原材料・パッケージ関連）、上流の輸送および配送、エネルギーおよび燃料に関連する活動、

販売した製品の使用からの直接排出（HFC推進剤関連）、販売した製品の耐用年数終了時の処理、そして下流のリース資産（アイスクリーム小売棚関連）からの排出が含まれます。

**購入する物品およびサービス（原材料関連）由来のFLAG排出量。

2030年までに事業活動からの温室効果

ガス排出量(スコープ１および２)を

100%削減する（2015年比、絶対量）。

2030年までにスコープ３のエネルギー

および産業からの温室効果ガス排出量*

を42%削減する（2021年比、絶対量）。

2030年までにスコープ３の森林、土

地、農業（FLAG）からの温室効果ガス

排出量**を30.3%削減する（2021年比、

絶対量）。



プラスチック

使用量削減、資源循環、協働を通して
プラスチック汚染を終わらせる長期目標

目標 非再生プラスチックの使用量を

2026年までに30%、2028 年までに40%削減する（2019年比）。

プラスチックパッケージを100%再利用可能、リサイクル可能、

または堆肥化可能にする（硬包装は2030年まで、軟包装は2035年までに実現）。

2025年までに使用するプラスチックの25%を再生プラスチックにする。

2025年までに販売する量よりも多くのプラスチックパッケージを回収・再生する。
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ユニリーバ コンパス と プロジェクト : シェパード 設立

サステナビリティ ウェルビーイング エクイティ, ダイバーシティ＆インクルージョン

「ビジネス」と「パーパス」の両立に向け、プロジェクト : シェパード 設立
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SDGsプラットフォーム「UMILE」

UMILE 参加者数

1,150,000 人

ポイント付与数

160,000 pt

コラボ企業

30 企業以上

回収量

400 kg

回収拠点

150 ヵ所

アップサイクル品

10 種類以上

公募事業 / 外部アワード

のべ 10 件
2024年11月25日現在！

プラスチックの
リデュース

使用済空容器の
リサイクル

SDG
取組支援

目的

プラスチック回収＆再生に加え

様々なSDGsアクションを支援
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UMILEプログラム 参加方法

Step 1. 登録 Step 2. ためる Step 3. つかう

つめかえ製品の購入

使用済空容器の回収

ビーチクリーンプロギング 環境学習

SDGs取組への参加・拡散

ユニリーバ・ジャパン
公式LINEアカウントを

お友達登録
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UMILE 回収ボックス 設置による効果

つめかえ製品 購入率 up 再来店動機

＋6.5%

直接的な売上貢献 間接的な売上貢献

ビジネス と パーパス を 両立
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公募事業採択/受賞歴 一覧

※クリックするとリンクに飛びます

 ・環境省 令和４年度 プラスチックの資源循環に関する先進的モデル形成支援事業
 ・広島県 令和４,５,６年度 海洋プラスチック対策 リーディングプロジェクト支援事業（3期連続採択）
 ・埼玉県 令和５年度 サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業 連携事業体  2件採択（東武商事/コミュニティネット）
 ・埼玉県 令和６年度 サーキュラーエコノミー型ビジネス創出事業 連携事業体 採択（東武商事）
 ・東京都 令和５年度 サーキュラーエコノミーの実現に向けた社会実装化事業 
 ・福山市 第２０回世界バラ会議福山大会2025開催記念 市民・企業提案型公募事業
 
・第5回 エコプロアワード 優秀賞

 ・日本パッケージングコンテスト 2022 POP・店頭販売包装部門賞

https://www.env.go.jp/press/press_00298.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/487641.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0507/news/page/news2023071801.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0507/circular/hojyo/r6_hojyo1.html
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2023/08/22/05.html?fbclid=IwAR0Sla4xlVlX_JuZLiRLe-EqtRUrNl2byxLb1POBdaiVIiwbW9Qs4kbb6pg
https://wrc2025fukuyama.jp/rose/wp-content/uploads/2024/05/1733a6be48188de881022a665a8219eb.pdf
https://sumpo.or.jp/seminar/awards/5th_eco-pro_award_results.html
https://www.jpi.or.jp/saiji/jpc/2022/list.html
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官民連携による
日用品空容器 自主回収の実施

選別/洗浄/破砕/基材別にペレット化・原料化

3Dプリンター造
形物

資源循環の可視化：
様々な再生品を地域の生活者に還元

市民啓発イベント

生活者

地元企業・学校・各市町との連携 地域資源循環モデルの構築 

等

再来店動機

エシカル消費促進

等

UMILE(ポイント)も併せて付与

Unite for Smile. UMILE

ビーチクリーンプロギング 環境学習
リスキリング

藍染め

店頭での取組告知

左官×フレーク
ウォールアート

水平リサイクル品の実装

シート加工
カードケース/パスケース

ブックカバー等

ボトル/パウチ等 → 1回使い切り用パウチ
プロジェクト

ベーストラーニング
学生ならではの

アイデア

各連携先との
協働・共創

オリジナル
シューズ

オリジナル
家具

オリジナル化粧筆 苗ポット 
プランター

空容器フレーク活用
レジンアクセサリー

レジン
アクセサリー制作

地域資源循環取組 「Unite for Smile. UMILE」

x

地方自治体
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G7広島サミット限定デザイン UMILE オリジナルカードケース

・おりづるタワー
・横浜赤レンガ倉庫 1F
・東京駅駅構内 グランスタ東京

販売店舗
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G7広島サミット限定デザイン 折り鶴レジンアクセサリー

広島県内で回収した空容器を洗浄破砕し、天然藍を加え、
広島の象徴である「折り鶴」モチーフのアクセサリーを制作。

広島おりづるタワーにて限定販売することで「地域資源循環」を体現。
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広島県GHIPデザイン メーカー問わず回収ボックス 設置スタート

広島県立叡啓大学 / 進徳女子高等学校の
生徒と共に、地域資源循環の「想い」を
メッセージカードに表現し、回収ボックスに貼付。

・広島県立叡啓大学
・ゆめタウン広島
・ゆめタウン廿日市
・フレスタアルパーク店
・フレスタ横川本店
・フレスタ東原店

を皮切りに、広島県内で順次設置を進めていく。

Movie link①

Movie link②

https://youtu.be/1Evh3r3FX4E
https://youtu.be/SCtZ5tZpAHs


セキ薬品様 県内6店舗にて メーカー問わず回収開始 （2025/11/5～）
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東急電鉄 コラボレーション

駅係員の古制服をリサイクルした のるるん回収ボックス
南町田グランベリーパーク駅構内に設置

東急田園都市線 南町田グランベリーパーク駅に続き
たまプラーザ駅にも「2駅目」となる回収ボックス設置開始

東急線「全駅」のデジタルサイネージにて UMILE取組を訴求

LINK

LINK2022日本パッケージングコンテスト受賞：

東急田園都市線 渋谷駅

LINK

TBS「Nスタ」

https://ii.tokyu.co.jp/withheart/news/recycle-minamimachidagbp
https://ii.tokyu.co.jp/withheart/news/recycle-minamimachidagbp
https://youtu.be/tKM27RQVCMk
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東急電鉄×UMILE リサイクルオーナメントワークショップ（23年11月）

東京都公募事業
「東京都サーキュラーエコノミーの実現に向けた社会実装化事業」採択取組。

ワークショップにて、地域の子ども達がフェルトオーナメントを製作し、
回収ボックスの隣に設置したクリスマスツリーに飾り付ける。

回収した場所にアップサイクル品が還ってくる「地域資源循環モデル」を体現。



各種アップサイクル品 その他実績
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Appendix
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「環境教育」×「地域資源循環」による
持続可能な社会の創り手の育成

PHI（ファイ）株式会社 繁田 知延



繁田 知延
しげた    とものぶ

PHI（ファイ）株式会社 CEO

営業本部
ショッパーマーケティング

SDGsプラットフォーム
「UMILE」

「環境教育」×「地域資源循環」

による

持続可能な社会の創り手の育成

PHI株式会社

ユニリーバ本業/社内起業/個人事業 “3足のわらじ”



©︎ Unilever All Right Reserved.

授業時間の確保が難しい

2023年3月に環境省が実施した「令和２年度環境教育等促進法基本方針の実施状況調査（アンケート調査）」

適切な教材の準備ができない

カリキュラムマネジメントが難しい 教え方や取組方法が分からない

教育現場 「環境教育」の課題

27.9%

27.9% 13.9%

42.9%

2023年3月に環境省が実施した「令和２年度環境教育等促進法基本方針の実施状況調査（アンケート調査）」
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教育現場と実社会のギャップを埋め
「持続可能な社会の創り手を育む学習コンテンツ」を公立学校に導入すべく

PHI（ファイ）株式会社を設立



PHI株式会社 ビジネスモデル
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「埼玉県 深谷ネギ」
×

「環境教育」
×

「地域資源循環」



￥

￥

アップサイクル品 製造業者

令和６年度 サーキュラーエコノミー推進事業 事業化支援補助金 採択
環境教育×地域資源循環 『深谷モデル』の構築

利用者 アップサイクル品

￥

客単価up

リサイクラーファイ

￥

￥
規格外の
ネギ ￥

フレーク

リサイクルペレット
業者

ネギ混錬リサイクルペレット

プラスチック資源

モノの流れ

￥ お金の流れ

プラスチック資源

粉体製造業者

規格
外の
ネギ

ネギ粉体

ネギを絡めた
アップサイクル品の開発

ネギ農家

ネギ
アップサイクル品

深谷市内 学校

環境学習コンテンツ

プラスチック

￥
アップサイクル品収益

リサイクル
ペレット化

費用

加工委託費用

加工委託費用

ネギ買取

加工
委託
費用
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「広島熊野筆の持続可能な発展・継承」
×

「環境教育」
×

「地域資源循環」
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課題①：広島特産品 「熊野筆」 の現状

年々生産量が伸び悩み（1995→2015）、職人の数も減少。
子どもを中心とした「若い世代」へのアプローチが急務。

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

1985 1995 2000 2005 2015

広島産筆の生産量推移

生産量(万本)

（ 万 本 ）

（ 年 ）

-70%
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全国の小学生が育てている「朝顔プラスチック鉢」の年間生産量。
お役目を終えた鉢は廃棄されており、有効活用されていない状況。

課題②：教育現場で使われているプラスチック製品の廃棄

300t
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これら課題を解決すべく、

「広島熊野筆の持続可能な発展・継承」
×

「環境教育」
×

「地域資源循環」

を体現する製品をご提案します
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リサイクラー
特殊洗浄&破砕

PHI

￥

￥ フレーク

コンパウンダー

プラスチック資源
（汚れた性状のもの）

朝顔プラスチック鉢を回収

リサイクル
ペレット化

費用

加工委託費用

￥
加工委託

費用

リサイクル書道筆

環境教育コンテンツ

￥

￥

モノの流れ

￥ お金の流れ

リサイクル化粧筆

広島駅 新駅ビル等
にて販売

訪日外国人向け
ワークショップ実施

￥

プラスチック資源
（キレイな性状のもの）

加工委託費用

リサイクラー

リサイクル
ペレット

TerraPlas
これやこの

環境コンサルテーション

￥

晃祐堂

安田小学校

リサイクル化粧筆

リサイクル書道筆

安田女子大学 書道学科学生や
地場で活躍する書家・コミュニティが

地域の小学生に書道を教える機会を創出

徳島の天然藍を
提供

￥

リサイクル熊野筆 資源循環スキーム図
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徳島の天然藍を筆の「持ち手」パーツに加え、JAPAN BLUEを表現
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KOYUDO × PHI “JAPAN BLUE KUMAN●FUDE” (仮)

3本セット 10,000円（税込）

朝顔プラスチック鉢を
アップサイクル

+
徳島の天然藍を練り込み 
「JAPAN BLUE」を表現
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朝顔プラスチック鉢を
アップサイクル

+
徳島の天然藍を練り込み 
「JAPAN BLUE」を表現

学用品
売価調整中

KOYUDO × PHI “JAPAN BLUE KUMAN●FUDE” (仮) 
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大学生/地域コミュニティが子ども達に書道を教え、熊野筆を伝承する機会を提供
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訪日外国人の書道体験としても活用



ビジネスとパーパス/サステナビリティの両立
環境教育と地域課題解決

に絡めた 「共創」 にご興味ありましたらお気軽にご連絡ください

Facebook/Instagramにて取組を日々updateしていますので
ご興味あればご登録ください

ご清聴ありがとうございました
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